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九
八
年
度
の
中
小
企
業
白
書

が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
に
よ
る
と
、長
期
不

況
か
ら
抜
け
出
す
に
は
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
す
力
が
あ
る
中

小
企
業
が
活
力
を
取
り
戻
す
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

白
書
が
、
中
小
企
業
の
役
割
に
改
め
て
期
待
を
示
し
て
い

る
の
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
で
大
企
業
も
リ
ス
ト
ラ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
雇
用

の
受
け
皿
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

小
規
模
な
事
業
所
ほ
ど
前
向
き

の
事
業
転
換
を
実
施
し
て
お
り
従

業
員
の
増
加
率
も
高
い
。
新
規
創
業

し
た
企
業
の
例
を
見
る
と
、
設
立
直

後
の
厳
し
さ
を
乗
り
切
れ
ば
成
長
率
も
高
く
、
雇
用
吸
収
力

も
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
研
究
開
発
力
も
今
後
の
日
本
経
済
の
成
長
を

大
き
く
左
右
す
る
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。

　

技
術
革
新
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
中
小
企
業
に
よ
る
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
一
律
に
弱
者
と
見
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
中
小
企

業
に
経
営
力
の
差
な
ど
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
に
着
目
し
て

い
る
。
不
況
で
業
績
悪
化
に
苦
し
む
企
業
が
多
い
中
で
、
規

制
緩
和
な
ど
時
代
の
変
化
を
と
ら
え
て
急
成
長
を
遂
げ
る
企

業
も
多
く
あ
り
、
情
報
化
や
技
術
の
発
達
で
「
企
業
規
模
の

持
つ
意
味
が
薄
れ
て
き
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

有
望
市
場
が
即
成
熟
市
場
に
な
る
な
ど
変
化
の
激
し
い
現

在
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
、
小
回
り
の
き
く
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
有
利
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

資
金
力
や
設
備
で
劣
る
中
小
企
業
で
も
、
他
社
と
の
共
同

研
究
や
異
業
種
連
携
、
外
部
委
託
な
ど
の
活
用
で
新
技
術
・

新
製
品
の
開
発
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
可
能
と
な
る
。

　

九
七
年
の
創
業
希
望
者
は
、百
二
十

四
万
人
と
九
二
年
に
比
べ
一
〇
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
。

　

一
方
、
法
人
企
業
の
開
業
率
は
、
九

七
年
に
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
廃
業
率

を
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

　

創
業
に
向
け
た
最
大
の
障
害
と
し

て
は
、
資
金
調
達
の
難
し
さ
を
挙
げ
る
企
業
が
多
い
。

　

今
後
の
中
小
企
業
政
策
は
、
独
立
し
た
中
小
企
業
の
育
成

に
あ
る
と
し
、
三
月
に
「
中
小
企
業
経
営
革
新
法
」
が
制
定

さ
れ
、
従
来
の
保
護
政
策
か
ら
経
済
活
性
化
の
源
と
な
る
独

立
支
援
と
創
業
に
重
点
を
置
い
た
政
策
へ
の
転
換
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

白
書
で
は
、「
日
本
経
済
の
主
導
的
な
役
割
は
成
長
を
志
向

す
る
中
小
企
業
、
新
規
企
業
が
担
う
こ
と
と
な
る
」
と
中
小

企
業
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

（昭和35年12月15日 第三種郵便物認可）

中
小
企
業
の

多
様
化
に
期
待

九
八
年
度
中
小
企
業
白
書

主な記事

’
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理
事
会
で
は
、
主
に
平
成
十
年
度

決
算
関
係
を
審
議
し
た
も
の
で
、
辻

会
長
が
議
長
を
勤
め
、
森
本
専
務
理

事
が
議
案
を
説
明
し
、
四
議
案
と
も

承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
平
成
十
年
度
の
収
支

決
算
額
は
三
億
七
千
四
百
八
十
八

万
四
百
四
十
八
円
、
支
出
決
算
額
は

三
億
七
千
百
九
十
九
万
八
千
五
百

十
五
円
で
、差
引
残
額（
剰
余
金
）は

二
百
八
十
八
万
一
千
九
百
三
十
三

円
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
五
月
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
る
通
常
総
会
の
議
案
は
、

三
月
二
十
四
日
に
行
っ
た
予
算
理

事
会
の
承
認
議
案
も
含
め
、
次
の
六

議
案
と
な
っ
た
。

　

第
一
号
議
案
＝
平
成
十
年
度
事

業
報
告
書（
案
）、収
支
決
算
書（
案
）、

財
産
目
録（
案
）、貸
借
対
照
表（
案
）、

損
益
計
算
書
（
案
）
及
び
剰
余
金
処

分
（
案
）
承
認
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案
＝
平
成
十
一
年
度

事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）
承
認
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案
＝
平
成
十
一
年
度

会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
そ
の
納

入
方
法
（
案
）
承
認
に
つ
い
て

　

第
四
号
議
案
＝
平
成
十
一
年
度

取
引
金
融
機
関
（
案
）
及
び
借
入
金

残
高
の
最
高
限
度
額
（
案
）
承
認
に

つ
い
て

　

第
五
号
議
案
＝
平
成
十
一
年
度

役
員
報
酬
の
額
（
案
）
承
認
に
つ
い

て
　

第
六
号
議
案
＝
役
員
補
充
選
挙

に
つ
い
て

　

ま
た
、
中
央
会
相
談
役
の
大
下
政

司
氏
（
県
商
工
労
働
部
長
）
及
び
参

与
の
砂
田
努
氏
（
商
工
中
金
岐
阜
支

店
長
）
の
辞
任
に
伴
う
後
任
者
の
委

嘱
の
審
議
が
行
わ
れ
、
次
の
各
氏
を

委
嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

▽
相
談
役
＝
棚
橋　

普
（
県
農
林

商
工
部
参
与
）

　

▽
参　

与
＝
大
崎　

宏
（
商
工
中

金
岐
阜
支
店
長
）

　

な
お
、
第　

回
通
常
総
会
は
昨
年

44

と
同
様
に
、
Ｃ
Ｖ
（
カ
ジ
ュ
ア
ル
＆

ビ
ジ
ュ
ア
ル
）
総
会
と
し
て
開
催
す

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
施
行　

周
年
・
中
小
企
業
団
体

50

の
組
織
に
関
す
る
法
律
施
行　

周
40

年
記
念
表
彰
並
び
に
中
央
会
表
彰

規
定
に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
ま
す
。

中
央
会
理
事
会

　

中
央
会
は
四
月
二
十
三
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
決
算
理
事
会
を
開
催
し
た
。
理
事
会
の
議
題
は
①

平
成
十
年
度
事
業
報
告
書
案
、
収
支
決
算
書
案
、
財
産
目
録
案
、
貸
借
対
照
表
案
、
損
益
計
算
書
案
及
び

剰
余
金
処
分
案
②
役
員
補
充
選
挙
③
相
談
役
及
び
参
与
辞
任
に
伴
う
後
任
者
の
委
嘱
④
第　

回
通
常
総
会

44

の
提
出
議
案
の
四
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

中 央 会 決 算 理 事 会

総会提出議案は6議案

10年度決算などを承認

谷
幸
男
▽
掛
布
静
雄
▽
松
原
一
廣
▽

松
原
登
士
弘
▽
栗
本
三
一
▽
桜
井
一

二
▽
木
村
成
人
▽
林
正
二

春
の
褒
章
・
叙
勲
・
県
知
事
表
彰

　
《
褒　

章
》

　

黄
綬
褒
章

　

▽
田
島　

清
氏
＝
岐
阜
婦
人
子
供

服
工
業
組
合
・
副
理
事
長

　

▽
山
田　

夫
氏
＝
岐
阜
県
エ
ル

ピ
ー
ガ
ス
協
会
・
副
会
長

　
《
叙　

勲
》

　

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　

▽
市
川
幸
一
氏
＝
元
岐
阜
県
建
設

業
協
会
・
会
長

　

勲
五
等
瑞
宝
章

　

▽
篠
田
豊
郎
氏
＝
全
国
肥
料
商
連

合
会
・
常
任
理
事
（
県
肥
料
商
業
協

同
組
合
・
理
事
長
）

　

▽
隅
谷
千
里
氏
＝
元
全
国
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
工
業
組
合
・
副
理
事
長

《
岐
阜
県
知
事
表
彰
》

　

商
工
業
功
労

　

▽
高
橋
國
夫
▽
棚
瀬
敬
二
▽
伏
見

二
彦
▽
舩
戸
計
一
▽
古
田
清
▽
増
田

彰
▽
田
中
康
義
▽
山
本
善
一
郎
▽
関

協同組合　岐阜県高速道路利用センター�
　500－8227  岐阜市北一色1丁目20番11号�

佐藤商店ビル2F
TEL（058）247－2818・（058）246－5981
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　17世紀後半から18世紀のフランスでは、ヴェルサ

イユ宮殿を中心に、豪奢な王朝文化が爛熟期を迎

えていた。華麗なデザインの陶磁器もまた、当時の

王侯貴族達の生活になくてはならなかったものの一

つである。

　パリ郊外、ヴェルサイユに向かう古い街道沿いに

あるセーヴル窯の起こりは1738年。優れた陶工で

あったデュボワ兄弟が、同じくパリ郊外のヴァンセン

ヌで始めたもので、ルイ15世によってその工場は、王

の寵愛するポンパドゥール夫人の居城に近いセー

ヴルに移され、名称も「王立陶磁器工場」となった。

　青・赤・黄・緑の地塗りに金彩の縁模様を施した

セーヴルの陶磁器はフランスだけでなくヨーロッパ

中を席巻した。特に「王者の青」と呼ばれる鮮かな

ブルーの製品は非常に名高い。

　工場はフランス革命による王制廃止に伴い1793

年に国有化された。この工場に隣接して1824年に

建設されたのがセーヴル国立陶器美術館である。

パリ中心部から、地下鉄で40分ほどの距離にある。

　陶器美術館の名のとおり、ここに展示されている

ものはセーヴルの製品だけではない。8世紀から現

代に至るまでの世界各地の陶磁器約3万点を収蔵

している。地域的にヨーロッパに偏りがちとはいえ、

かなり充実したコレクションであるといってよい。イス

ラム美術のまとまった展示も見ごたえがあり、また、

中国の陶磁器がヨーロッパに与えた影響の大きさを、

今更ながら実感することもできる。

　日本の陶磁器では、数は少ないながらも現代作

家の作品も収集されており、また、美濃焼では織部

が2点展示されていた。

　セーヴルでは現在も外国の王室やフランス国家

からの注文を中心に生産が続けられているが、残

念ながらその工場は見学できない。美術館付属の

売店の隅に、制作過程の写真パネルが数枚展示さ

れていただけであった。

　その売店に並べられていた製品は、ティーポット、

カップ6客等のセットが50万円近く、「王者の青」の

ディナー皿は1枚4万円以上。もとより庶民相手の商

売ではなく、いかに客をひきつけるか、などという問

題とは無縁の次元でセーヴル窯はこれからも存在し

続けるに違いない。

　とはいえ、まばらな客しかいないこの美術館の中

で、ルーヴル美術館やオルセー美術館に毎日でき

る行列を思い浮かべると、工場の公開等、セーヴル

の製品やこのコレクションの素晴らしさをより広くア

ピールするよい手段はないものなのかと考えさせら

れることも事実だった。

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県パリ駐在員　　宮　　早　苗

セーヴル国立陶器美術館

美
術
館
の
展
示
品
「
織
部
」

セ
ー
ヴ
ル
国
立
陶
器
美
術
館



1999年（平成11年）5月15日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第475号 （4）

…
５
月
は
消
費
者
月
間
『
と
も
に
創
ろ
う　

新
時
代　

く
ら
し
に
生
そ
う　

リ
サ
イ
ク
ル
品
』
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…
６
月
は
『
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
』
で
す



県内中小企業主要業種の景気動向
（4月調査、3月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

頭
打
ち
、機
械
関
連
の

低
迷
、消
費
の
買
い
控

え
が
依
然
続
い
て
お

り
、景
気
回
復
へ
の
足

掛
か
り
に
な
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
況
。
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見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△○○プ ラ ス チ ッ ク
→△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→▲△▲▲モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△△窯 業 原 料
→△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲○石　 　 灰
→△△○○生　 コ　 ン
→▲△○○砂 利 生 産
→▲△△○砕 石 生 産
→▲△▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→△△▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲△△△メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属

→△▲▲△金　 　 型
→△△○○機械工具・工作機械
→▲△○○電 気 機 械 器 具
→○○○○輸 送 機 器
→▲▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△○○各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→▲▲▲▲青　 　 果
→△△△△水　 産　 物

→○△△○家 電 機 器 販 売
→△○○○メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲△△味 噌 ・ 醤 油
→▲△△△豆 腐 製 造
→▲▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→△▲△△菓　 　 子

→△△△△米　 　 菓

→▲▲○○酒　 　 造
→△○○○米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△▲○織 物 染 色
→▲▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲△毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維
→▲▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→▲△▲▲靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→△△△○婦 人 ・ 子 供 服

→△△△△縫　 　 製

→△△○△製　 　 材
→△△△△銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→△○○○家 具 （ 美 濃 ）
→○△○○家 具 （ 飛 騨 ）
→▲▲▲▲東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△△▲△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△○○○印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△△共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→△△○○大 垣 市 商 店 街

→○△△○多 治 見 市 商 店 街
→▲△○○恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△△△車 体 整 備
→▲▲△△タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
－－－－－下 呂 温 泉 旅 館

→○○○○高 山 民 宿

→○△○○ク リ ー ニ ン グ
→△○○○広 告 美 術
→△▲▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
→▲△▲▲映 像 制 作
→▲▲△△飲　 食　 業
→△△▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→▲▲△△鋼 構 造 物
→▲△△○電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→▲△▲▲建 築 板 金
→△△○○建　 　 具
→△△△△産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△○貨 物 運 送 （ 県 域 ）

根
深
い
消
費
低
迷

地
域
振
興
券
の
評
価
は
低
い
3月景況調査

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
三
月
の
特
色
』と『
六
月
ま
で
の
景
況

の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
三
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
季
節
要
因
で
水
面
下
の
景
況
の

改
善
②
建
築
実
需
は
鈍
い
動
き
③
地
域
振
興
券

の
消
費
拡
大
効
果
は
不
十
分－

と
な
っ
て
い
る
。

　

三
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、前
月
に
対
し
三
ポ

イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、マ

31

イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
台
で
の
推
移
が
続
き
景
況
下

30

げ
止
ま
り
の
様
相
が
濃
い
。し
か
し
、公
共
工
事
の

地
域
振
興
券
は
、商
店
街
へ
の
消
費
拡
大
効
果
が
小
さ

く
、総
じ
て
景
気
浮
揚
策
と
し
て
の
評
価
は
低
い
。

　

業
況
が
堅
調
な
の
は
、航
空
機
関
連
、好
転
は
飛
騨

地
区
家
具
、高
山
民
宿
、家
電
機
器
販
売
、ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
。業
況
悪
化
は
繊
維
・
同
製
品
、鉄
鋼
・
金
属
、窯

業
・
土
石
で
あ
る
。

　
〔
六
月
ま
で
の
見
通
し
〕六
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
、D
I
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績
に

30

対
し
概
ね
横
這
い
の
予
想
。し
か
し
売
上
及
び
収
益
動

向
予
想
は
と
も
に
悪
化
予
想
と
な
っ
て
お
り
、見
通
し

は
不
透
明
で
あ
る
。

（ ６ ）
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美
濃
焼
産
地
の
恒
例
祭
事
で
あ
る

『
陶
祖
祭
』が
四
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
各
産
地
の
組
合
な
ど
の
陶
磁

器
関
連
団
体
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

　

主
な
組
合
の
催
事
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
陶
の
里
蔵
出
し
市
＝
四
月
十
日

か
ら
十
一
日
、市
之
倉
陶
磁
器
工
業

協
同
組
合
主
催

　

▽
多
治
見
陶
器
ま
つ
り
＝
四
月
十

日
か
ら
十
一
日
、多
治
見
陶
磁
器
工

業
協
同
組
合
な
ど
関
係
七
団
体
主
催

　

▽
滝
呂
町
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
＝

四
月
十
八
日
、滝
呂
陶
磁
器
工
業
協

業
団
地
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
は
、団
地
内
の
組
合
員
ら
百

十
社
が
参
加
し
、ガ
レ
ー
ジ
や

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
開
放
す
る「
蔵
出

し
市
」を
は
じ
め
、団
地
内
の
道
路
に

約
七
十
社
の
卸
業
者
が
約
二
百
張
り

の
テ
ン
ト
を
並
べ
、市
価
の
三
割
か

ら
五
割
で
陶
磁
器
や
そ
の
関
連
製
品

を
販
売
し
、大
廉
売
市
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、地
元
陶
芸
家
の
作
品
展
、絵

付
け
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、

三
日
間
と
も
買
い
物
客
で
大
い
に
賑

わ
っ
た
。

　
〈
四
月
中
〉

６
日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

表
者
会
議（
全
国
中
央
会
）

　

日　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ

14
メ
ッ
セ
ぎ
ふ
実
行
委
員
会
・
通
常

総
会（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
学
生
就
職
対
策
連
絡

15
協
議
会
・
通
常
総
会（
長
良
川
ハ
イ

ツ
）

　

日　

岐
阜
県
公
害
防
止
協
会
・
理

20
事
会（
レ
ス
ト
ラ
ン
富
士
）

　

日　

第
５
回
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
特
別

22
研
究
会（
長
良
川
ホ
テ
ル
）

　

日　

中
央
会
・
理
事
会
及
び
総
合

23
専
門
委
員
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　

日　

ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
岐
阜
大
会

27
実
行
委
員
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　

日　

中
部
新
国
際
空
港
建
設
促
進

28
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

平
成
十
一
年
度
組
織
化
補
助
金

説
明
会（
全
国
中
央
会
）

（7）

同
組
合
主
催

　

美
濃
焼
産
地
の
十
一
地
区
で
陶
祖

祭
に
ち
な
ん
だ
行
事
を
開
催
し
、陶

磁
器
の
廉
売
市
な
ど
を
行
い
地
域
の

春
ま
つ
り
と
し
て
も
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ

23

り（
協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
実
行
委
員
会
主
催
）が
五
月
三

日
か
ら
三
日
間
、土
岐
美
濃
焼
卸
商

委
託
者
へ

　

一
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付

　

二
、
工
賃
は
一
ヵ
月
以
内
の
支
払

　

三
、
最
低
工
賃
の
遵
守

　

四
、
委
託
状
況
届
の
提
出

家
内
労
働
者
へ

　

五
、
家
内
労
働
手
帳
の
受
取

　

六
、
健
康
診
断
の
受
診

　

七
、
万
一
に
備
え
て
労
災
保
険
に

加
入

　

八
、
イ
ン
チ
キ
内
職
に
注
意

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ
セ

ぎ
ふ
実
行
委
員
会（
岐
阜
県
、大
垣
市
、

（
財
）ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
等
）が

主
催
す
る『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ

Ｒ
メ
ッ
セ
ぎ
ふ　

』が
七
月
二
十
二

'99

日
か
ら
二
十
三
日
の
二
日
間
、ソ
フ

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を

中
心
に
開
催
さ
れ
る
。

　

主
な
企
画
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
展
示
会（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
ソ
ピ
ア
ホ
ー
ル
）

＝
国
内
外
か
ら
約
五
十
社
の
企
業
出

展
を
集
め
、Ｉ
Ｔ
関
連
の
最
新
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
展
示

会
を
開
催
。ま
た
、ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

家
内
労
働
旬
間

知
っ
て
お
き
た
い　

八
ポ
イ
ン
ト

美
濃
焼
の
各
産
地
で
廉
売
市

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
な
ど
開
催

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ
セ
ぎ
ふ　
99

7
月　

日
か
ら
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
等
で
開
催

22

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り

パ
ン
関
連
企
業
の
出
展
や
岐
阜
県
の

海
外
直
結
戦
略
に
基
づ
く
海
外
と
の

連
携
や
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
入
居

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
Ｐ
Ｒ
等
を
併

せ
て
開
催
。

　

▽
出
展
社
セ
ミ
ナ
ー（
会
議
室
）＝

出
展
社
に
よ
る
新
製
品
・
新
技
術
の

Ｐ
Ｒ
や
情
報
通
信
な
ど
の
専
門
分
野

に
関
す
る
講
習
会

　

▽
講
演
会
＝
岐
阜
県
地
域
情
報
化

産
業
懇
話
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ

り
最
新
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
情
報
の
講
演
会

を
開
催－

な
ど
。

’
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